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【文責】小林信一 

乗船体験行ってきました 

 先週９日、グリーンはな走会のご協力のもと、

浜戸川から走潟を見る乗船体験に６年生が参

加してきました。船の上から走潟を見るという

経験は貴重な体験となったようです。 

私も毎日浜

戸川を渡って

通勤していま

すが、６年生の

みんなにとっ

ても慣れ親し

んだ土地を船

上から見ると、

故郷もまた違

って見えたの

ではないでし

ょう。次は、新

たなステージ

で知り合う人たちに、自分たちが暮らすふるさ

と走潟の魅力をぜひ伝えて下さい。 

 グリーンはな走会の皆様、大変お世話になり

ました。 

東日本大震災から１５年 

 平成 23年（2011年）3月 11日 14時 46分に

発生した東北地方太平洋沖地震、その後に発生

した津波により 2万人以上の人が命を落とされ

ました。私は当時、中学校の卒業式を終えた後、

ニュースを職員室のテレビで見て、大きな衝撃

を受けたのを覚えています。 

 先週 11日、朝から全校児童で黙祷を捧げ、ご

冥福をお祈りし、防災に対する意識を高める時

間を持ちました。どんな災害に遭っても人々は

助け合いながら復興を果たしてきました。 

４月には熊本地震から 10 年を迎えます。み

んなでその意義を考えたいと思います。 

【校長室から】⑨「15の春」に思う 

 先日、私の二男が通う中学校の卒業式に保護者と

して参加してきました。中学校の卒業は、義務教育

の終了(修了)を意味し、それと同時に高校を含めた

上級学校など社会へ出て行くことから、私たち教育

関係者の間では「15の春」と言われます。今でこそ

高校への進学率が 100％近くになっていますが、以

前は就職を選ぶ人も一定数いました。人生で初めて

経験する岐路という意味も含まれていたのです。 

 さて、皆さんにとって「15の春」はまだまだ先の

ことでしょうか。私の経験から言えば「あっ」と言

う間にやってきます。春から中学生になる６年生の

皆さん、自分が中学校を卒業する時の姿「15の春」

をイメージしながら、これから始まる中学校生活を

楽しんで下さい。そして、５年生以下の皆さんも将

来自分が何になりたいのか、どうなりたいのか考え

てみて下さい。イメージすることが大切です。 

４月の行事予定 

１～７日 春休み 

８日 就任式、始業式 ※1年指定休業日 

９日 入学式 ※2・3年指定休業日 

１０日 委員会活動 

１３日 身体測定 地区児童会 

１４日 地震津波避難訓練 

１６日 自転車教室 歯科検診 

１７日 交通教室 歓迎会 

２０日 午前中授業 

２１日 保護者面談① 

２３日 全国学力学習状況調査（６年） 

    保護者面談② 

２４日 全学調質問紙調査（６年） 

授業参観 学級懇談会 PTA総会 

２７日 保護者面談③ 

２８日 保護者面談④ 

２９日（祝日）昭和の日 

３０日 内科検診 

「生命」 

「笑顔」 

「自立」 走子走愛


